
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

     「さとにきたらええやん」 （上映時間 100 分） 

11 月 29 日（金） 午前の部 10:00～  午後の部 18:30～ 
会場：ユー・アイふくい 3 階 映像ホール  参加費：800 円  定員：各 100 名 

  

 
 

 

 

子どもの居場所 ～私たちの知らない子どもの“今”～ 

福井県しあわせ基金助成事業 

主催：福井県子ども NPO センター 共催：福井市児童クラブ連絡協議会 

 

2015 年からスタートした大人が学びあう講座が 5 年目を迎えます。 
 見ようとしないと見えない「貧困」「虐待」「発達障害」…困難を抱え社会に生きづらい子どもの問題を講座
という形で見えるものにしていきました。私たちに出来ることは何か？一歩踏み出す大人を増やしたいと毎
年継続して取り組んでいます。 
 さて今年のテーマは「子どもの居場所」です。子どもの育ちを社会全体でサポートしていく中、精神的な貧
困が増えていると言われる子どもたちに、家でも学校でもない第３の居場所の必要性が訴えられています。 
 子どもの心が安定する居場所とはどんなところなのか、今回は課題に向かって活動をしている４つの居場
所に焦点を当て、それぞれの実践者の話から子どもを取り巻く様々な問題を掘り下げていきたいと思います。 

また特別企画として「さとにきたらええやん」を上映します。西成区釜ヶ崎「こどもの里」で地域と共に生
きる子どもたちのドキュメンタリーです。ぜひご覧ください 

皆様のご参加を心からお待ちしています。お気軽にお申込みください。 
 

特別企画 
 

上映会 

大人が学びあう講座 2019 

 

      
「地域で暮らす」、「地域で育つ」を 

地域で支える、支え合うために 

12 月 1 日（日）10:00～12:00 
会場：福井県社会福祉センター4階 研修室  講師：野尻富美 氏 

 
 

 

 

1 回目   
 

講演 

      

子どもが安心できる居場所を目指して 

1 月 12 日（日）10:00～12:00 
会場：福井県社会福祉センター4 階   講師：小野寺玲 氏  竹澤賢樹 氏 

 
 

 

 

2 回目   
 

講演＆対談 
 

      
子どもが安心できる居場所を目指して 

1 月 12 日（日）10:00～12:00 
会場：福井県社会福祉センター4階 研修室  講師：小野寺玲 氏  竹澤賢樹 氏 

 
 

 

 

3 回目 
 

講演 
＆ 

あそびの 
ワークショップ 

 

子どもが明日も行きたいと思える居場所とは 

1 月 17 日（金）9:30～12:00 
会場：福井県立図書館 多目的ホール  講師：宮川浩 氏 

  

 
 

 

 

学習支援から見えてくる子どもの姿とその支援 

2 月 22 日（土）10:00～12:00 
会場：福井県社会福祉センター4階 研修室  講師：渡邉一幸 氏 

     

  

 

 

 
 

 

4 回目 
 

講演 

参加費 ： 各回 1,000 円 

       

子ども食堂 

フリースクール 

放課後児童クラブ 

学習支援教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ＆お申込み      〒918－8106 
    福井市木田町 36-1 コーポ木田 201  

TEL：0776-97-8460 FAX：0776-97-8461 
                        Mail：childnpo@muse.ocn.ne.jp 

(件名 大人講座)（必須 氏名,連絡先,参加希望日)    

              HP：http://childnpo.com/ 
 

 

◇ 講師 profile ◇ 

特別 

企画 

1 回目 

上映会「さとにきたらええやん」 
日雇い労働者の街、釜ヶ崎で 38 年間続く子どもたちの集い場「こどもの里」。 

人情が色濃く残る街の人々の奮闘を描いた、涙と笑いあふれるドキュメンタリー。 

 
 

 

4 回目 

小野寺玲 氏（福井スコーレ代表） 
1989 年、福井市生まれ。中学生の時に不登校を経験。ひどく落ち込むが、県外のフリースクールに通っ 
て元気を取り戻す。大学では読書三昧の生活を送る。図書館に行きまくり、歩く時でも読み続ける。自 
然も社会も芸術も、世界は面白いものだらけだ。その後、福井に安心できて、魅力的な居場所を作りた 
いと思い、福井スコーレを始める。 

 

竹澤賢樹 氏（福井県社会福祉士会会長） 
現在は、金沢学院大学にて教員養成、保育士養成に携わっている。 
不登校や児童虐待防止、社会的養護など、子どもの権利に関する活動に取り組んでいる。 
福井県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー   

 

 

渡邉一幸 氏（あわら敬愛こども園園長） 
あわら敬愛こども園の運営を通して様々な家庭や子どもとの出会いから、学習支援教室（さくら教室） 

やこども食堂「まる」など公益的な活動の必要性を感じ取り組んでいる。 

現在、これらの活動を通じてその家族の生活支援や子どもの居場所作りに取組み、保護者と子どもた 

ちを地域の力を借りながら支えている。 
 

    

 

 

2 回目 

宮川浩 氏（放課後児童支援員） 
大阪府大阪市在住。放課後児童支援員。 

今年度より、特定非営利活動法人おおさか子ども放課後ネットの理事に就任。その法人の事業として 

複数の放課後児童クラブを巡回しアドバイザー的な支援を行う。 

著書「学童保育指導員の仕事 あそびのハンドブック」 
 

  

 

 

 

3 回目 

 メール 

      
 

野尻富美 氏（越前市「みんなの食堂」代表） 
結婚を機に越前市に。開業医の夫の事務的な手伝いをしながら病児保育、複合型ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、学童保育、 
放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽなどの運営に携わる。平成 28 年 4月、仲間とともに、子ども食堂の拡大版、越前市 
「みんなの食堂」を開設。平成 29 年 7月に所得制限などのない誰でも参加できる無料の学習支援「B  
to F」を、平成 30 年 10 月に外国籍（外国にルーツをもつ）児童生徒ののための無料学習支援「オラ 
バモス」を開設。 

 

 

 

 
 

 


